
は　じ　め　に

　広島修道大学法学部国際政治学科は１９９０年に設立された。２００５年に創設

１５周年を迎え，卒業生が１０００名を超える人数になったのを機会に，教育と

職業に関するアンケート調査を行なった。

　１８歳人口の減少に伴い，発足当時と比べ，入学してくる学生の学力や意

欲も大きく変わっている。

　教育面では，学生による授業評価や授業改善などを行い，職業に関する

講義なども開講されるようになっている。

　オープンキャンパスでは，最近では「国際政治学科を卒業したら，どの

ような就職先があるのか」という質問がよくあり，高校生の関心事項も変

わっている。

　このような背景を下にアンケート調査を実施した。

　卒業生数は総計１０４９名であるが，住所が判明したのは９４１名であり，１９２

名から回答があった。回答率は２１．７％であった。

　アンケートの実施期間はおよそ１ヶ月，２００５年１０月６日に発送し，１０月

３０日に締め切った。

　回答率が２０％強というのは，この種の調査として多いのか，少ないかよ

くわからない。

　比率としては高いとは言えない。しかし，国際政治学科の卒業生の就業

状況を知ることができた。そして何よりも記述式回答によって，国際政治
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学科の存在意義と現役学生のキャリア教育の方向を再確認できたことをあ

らかじめ述べておきたい。

�　卒 業 生 と 職 業

１　回答者の属性

　アンケート回答者の性別は女性がおよそ３/４，男性が１/４であった。

　卒業回数では全部で１４回を数え，回答者数は各回とも１０名以上あった。

２０名を超える回答があったのは，９５年，２０００年，２００１年３月の卒業生であ

る。

　既婚と未婚の割合は，既婚が３５．９％（６９名），未婚が６３％（１２１名）であ

る。

　現在，職についている比率は，表１－１のように，男性の比率がおよそ

１０％高い。働いていない女性の６０％が，出産と結婚を理由としている。以

下，最初の数字は比率，（　）内の数字は回答者数である。

２　職　　種

　職種は表１－２の通りである。公務員の比率は高いが，全卒業生の職種

ではこれほど多くないと推測される。回答者の属性と捉えたほうがいいの

だろう。
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表１－１　回答者（性別・就労）

総　計女男
　８４．４（１６２）８２．１（１１９）９１．５（４３）働いている
　１５．６（　３０）１７．９（　２６）　８．５（　４）働いていない
１００　　（１９２）７６　　（１４５）２４　　（４７）総　計

表１－２　職　　種

総　計女男
　７１．０（１１５）　７４．８（　８９）　６０．５（２６）企　業
　１７．９（　２９）　　９．９（　１６）　　８　　（１３）公務員
　　３．１（　５）　　３．４（　　４）　　２．３（　１）自営業
　　７．４（　１２）　　７．６（　　９）　　７　　（　３）その他
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３　雇用形態

　女性の３割が契約，派遣，パートである。これに対して，男性は雇用期

間の定めのない形態が９割近い。

４　勤続年数

　男性の勤続年数はどの年齢層でも１０％を超えている。これに対して，女

性は５年未満が２１％，７年未満から１０％を切っている。１５年未満となると

４．２％となっている。７年といえば，２９歳程度で結婚，出産のためだろうか。
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　　１　　　　　　　　　０．８（　　１）　　０　　　　　　無回答
１００　　（１６２）１００　　（１１９）１００　　（４３）総　計

公務員には地方公共団体（第３セクター・警
察官などを含む）国家公務員（独立行政法人
を含む）を算入している。

表１－３　雇用形態

全　体女男
　７３．５（１１９）　６８．１（　８１）　８８．４（３８）フルタイム
　　８．６（　１４）　１０．９（　１３）　　２．３（　１）契約社員
　　８．６（　１４）　１０．１（　１２）　　４．７（　２）派遣社員
　　６．８（　１１）　　８．４（　１０）　　２．３（　１）パート
　　２．５（　　４）　　２．５（　　３）　　２．３（　１）無回答
１００　　（１６２）１００　　（１１９）１００　　（４３）総　計

表１－４　勤続年数

総　計女　性男　性
　２４．１（　３９）　２５．２（　３０）　２０．９（　９）　１年未満
　２９　　（　４７）　３５．３（　４２）　１１．６（　５）　３年未満
　１９．８（　３２）　２１　　（　２５）　１６．３（　７）　５年未満
　　８．６（　１４）　　６．７（　　８）　１４　　（　６）　７年未満
　１２．３（　２０）　　７．６（　　９）　２５．６（１１）１０年未満
　　６．２（　１０）　　４．２（　　５）　１１．６（　５）１５年未満
１００　　（１６２）１００　　（１１９）１００　　（４３）総　計
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５　転職率と転職回数

　勤続年数よりも興味があるのは，最初に勤めた企業などにどの程度の割

合で勤めているのかである。転職した卒業生はおよそ１/２になる。男性より

も女性の転職率が少し高い。卒業時の企業などにそのまま勤めつづける比

率を考えると，就職先を考える際には参考にすべき比率である。

　転職回数をさらに聞いてみた。およそ４割が３回以上転職している。少

なくない数である。
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表１－６　転職回数

総　計女　性男　性　　　
　５５．８（５３）　５１．４（３８）　７１．４（１５）２回
　２７．４（２６）　２８．４（２１）　２３．８（　５）３回
　　９．５（　９）　１０．８（　８）　　４．８（　１）４回
　　２．１（　２）　　２．７（　２）５回以上
　　５．３（　５）　　６．８（　５）無回答
１００　　（９５）１００　　（７４）１００　　（２１）総　計

表１－５　転職の有無

総　計女　性男　性
　４５．８（　８８）　４３．４（　６３）　５３．２（２５）現在も働いている
　４９．５（　９５）　５１　　（　７４）　４４．７（２１）転職した
　　４．７（　　９）　　５．５（　　８）　　２．１（　１）無回答
１００　　（１９２）１００　　（１４５）１００　　（４７）総　計

図１－１　転職の有無
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６　取得している資格

　全体の取得状況は表１－７の通りである。TOEIC の点数とか英検の級な

ど細かく書かれていない回答者もいる。英語で言えば，TOEICは６００点以上

が書くことのできる資格になるのだろうか。英検２級がもっとも多い資格

である。

　パソコン関係ではオフィス系資格が６０％程度である。

　事務系では簿記２級，秘書技能検定では２級がもっとも回答数の多い資

格となっている。

　他の資格では，金融関係資格としてファイナンシャルプランナー，証券

外務員，生命保険募集人資格，医療関係では医療事務が上がっている。

　役に立つと思われる資格についても聞いたが，現在持っている資格と重

なっているので省略した。１つだけ書くと，簿記を必要と答えている者が

４０％といる点が注目される。

　望ましい共通資格として TOEIC ６００点以上，オフィス系資格，簿記２級

をあげることができるのだろうか。 
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�　大学教育について

１　大　　学

　「大学在学中の正課，課外を問わず，仕事との関係で有意義であったと評

価できることはありますか」という問に対して，「ある」と答えた人数は

およそ９０％弱であり，「ない」と答えた卒業生が１０％程度いる。「有意義で

ある」と回答した人に複数回答で答えてもらった。

　もっとも回答数が多かったのが，アルバイト，講義，友人，ゼミナール

の順である。わずかだが講義よりもアルバイトという答えが多かった。「仕

事との関係で」という設問であったせいかもしれないが，講義などよりも

アルバイトと答えた比率が高いのは，教員としては残念な結果である。

　全体の傾向とは別に，性別で男性は女性よりもゼミナール，サークル活
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表２－１　仕事の関係で有意義だったもの

総　計女男
　１９．８（　９８）　２０．８（　７９）　１６．５（　１９）講　義
　１４．６（　７２）　１３．５（　５１）　１８．３（　２１）ゼミナール
　１１．７（　５８）　１０　　（　３８）　１７．４（　２０）サークル活動
　２０．９（１０３）　２１．６（　８２）　１８．３（　２１）アルバイト
　１７．６（　８７）　１８．２（　６９）　１５．７（　１８）友　人
　１２．８（　６３）　１２．７（　４８）　１３　　（　１５）海外セミナー・交換留学
　　１．８（　　９）　　２．１（　　８）　　０．９（　　１）その他
　　０．８（　　４）　　１．１（　　４）　　０　　　　　　　無回答
１００　　（４９４）１００　　（３７９）１００　　（１１５）総　計

図２－１大学教育は有意義であったか
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動，これに対して女性は男性よりも講義，アルバイト，友人を得ることを

評価する意見の比率が高い。通常であれば，正課の中ではゼミナールが

もっとも有意義であると答えた比率が高くなると予想されたけれども，そ

うなっていないのはゼミナールが必修となっていないし，１人の教員のゼ

ミナールを２年間履修するシステムになっていないためだろうか。

２　アルバイトとサークル

　アルバイト，サークル活動についての記述式回答を表２－２，表２－３

のように分類した。詳しくは最後の参考資料１をみて欲しい。ページ数の

関係ですべての回答を書いていない。

盧　アルバイトから何を得たのか
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表２－２　アルバイトで得たもの

人数内　　　容
１　１　厳しさ
１　２　責任（感）
１　３　職場の雰囲気に慣れる
９　４　多様な年齢層との接触、接し方
４　５　将来の進路選択の参考になった
４　６　広い視野を学ぶことができた
３　７　働くことの大切さを知る
３　８　お金を稼ぐ大切さ
５　９　人間関係
２１０　社会で働く大変さ
７１１　社会人としてのマナー（言葉遣い，手紙の書き方，挨拶）
２１２　一般的な常識
２１３　達成（感）
１１４　会社の仕組み
１１５　やりがい
１１６　適性、自分を知る
１１７　仕事の体験
１１８　計画性・優先順位
５１９　接客業
１２０　目標
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　アルバイトの中でもっとも多かったのが，表２－２のように，多様な年

齢層と接触を評価する意見であった。社会人としてのマナー，接客業，人

間関係とつづく。経験したアルバイトの職種による影響も大きいと思われ

る。

　ここでは，大学の正課では得ることのできない多様な世代との接し，視

野が広がったという意見が多い。より内容を明確にするために，代表的な

意見をいくつか取り上げた。（　）内の最初の数字は卒業した年，Ｍは男性，

Ｆは女性，自営とか，企業，公務員は職業，次の MOUS などは持っている

資格，最後の数字は整理番号を表す。

　「様々なアルバイトをし，年齢層も多様でした。そういった人にどのように接すれ

ば人間関係がうまくいくのかを学んだように思えます。」（２０００Ｍ１９）

　「私はアルバイトで老若男女を問わず，いろいろな方と知り合うことができました。

学生の頃は，接することだけで嬉しかったのですが，私の視野もすごく広がってい

ることに気づきました。…人とのつながりは私の財産です。」（０３Ｆ自営・MOUS・８８）

　　アルバイトは，職業の選択に役立っている面もある。

　「アルバイトで，会社の中で働くということがどういうことかを知ることができた

と思います。社員，アルバイト，契約社員など様々な立場，職種で働いている人た

ちの話を聞くことが，今の自分の職業を決めるのに役立ちました。」（０４Ｆ企業・

MOUS・４５）

　「社会人として働く前にアルバイト等で働く事を経験し，または社会人と触れ合っ

ておくという事を就職する前に経験しておくことは今後の就職活動を行う上でとて

も重要であると思いました。学生時代のアルバイトは，社会人となる上でも大切で

す。」（０１Ｆその他・簿記２，英検２・６９）

盪　サークルから何を得たのか

　サークルについて単独で書いた意見は，表２－３にあるように１５件で

あった。人間関係や上下関係が５件，協力・協調性が３件である。アルバ
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イトから学ぶこととは少し異なっている。

　「先輩や後輩をはじめ，他サークルの方々等多くの人と交流を持つことにより，多

くの事を学ぶことができた。人間関係を築く上で非常に有意義だった。また，１つの

事柄について皆で分担し合って成し遂げてゆく経験は，今も仕事の中で少なからず

役立っている。」（９５Ｍ公務員１７９）

　「サークル活動では，周囲と合わせる，自己中心的な行動を取らない，周囲をよく

観察するなどの力がついたことが有意義でした。」（０５Ｆ企業・WORD １・１３５）

３　仕事と職業との関連で大学教育に取り入れた方がよいものは

　「. 講義あるいはゼミナール」と答えた者に，何が有意義であったのか，

聞いてみた。考え方がもっとも多く４０％弱，つづいて文章あるいは口頭に

よる表現，自分で勉強する方法とつづいている。学科の性格のせいだろう

か，語学と回答した人はおよそ１割である。

　評価する項目は，仕事の関係で有意義だったものについて性別差があっ

たが，この項目でもあった。男性は考え方を評価する比率が１/２近くになっ

ているのに，女性は３５％である。語学を評価するのは女性である（男３．９％

に対して女１４．７％）。

　注目すべき点は，考え方や文章・口頭による表現の方が，情報技術や語

学よりもはるかに高い評価を得ている点である。

　大学教育で評価されているのは，技術的なものとは異なっている。
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表２－３　サークルから得たもの

人数内　　容
５１　人間関係・上下関係
１２　責任感
２３　体力
３４　協力・協調性
１５　忍耐
２６　友人
１７　社会性
１８　組織の運営
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　今回の調査の中でもっとも意義あったのは，「大学教育の中に仕事・職業

との関連で取り入れたらよいと思われることがありましたら，お書きくだ

さい」と聞いた項目である。

　最近，大学で学ぶ内容と就職とを直結させるキャリア教育が高校までに

行なわれているせいだろうか，どういうところに就職できるのですかとか，

どんな資格が取れるのですか，という質問が多い。

　この点，卒業生たちはどのように考えているのだろうか。

　記述式アンケートを表２－５のように内容別に分類してみた。詳しくは
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表２－４　有意義であったもの

総　計女男
　３７．７（　８６）　３５　　（　６２）　４７．１（２４）考え方
　２５．４（　５８）　２６　　（　４６）　２３．５（１２）文章・口頭による表現
　　４．４（　１０）　　４．５（　　８）　　３．９（　２）情報技術
　１５．８（　３６）　１５．３（　２７）　１７．６（　９）自分で学習する方法
　１２．３（　２８）　１４．７（　２６）　　３．９（　２）語学
　　１．８（　　９）　　４．５（　　８）　　３．９（　２）その他
　　０　　　　　　　　　０　　　　　　　　　０　　　　　　無回答
１００　　（２２８）１００　　（１７７）１００　　（５１）総　計

表２－５　大学教育へ取り入れたらよいもの

人数内　　容
１５　１　教養・考え方を広く持たせる
　３　２　英語プログラムの充実
　７　３　プレゼンテーション，ディベイトなどの講義
１５　４　インターンシップ
２４　５　企業紹介・業種，職業についての講義
　１　６　文章表現力の講座
　２　７　語学研修
　９　８　資格取得講座
　３　９　サークル活動
　２１０　情報技術に関する講義
　８１１　国際政治学科の性格
　６１２　その他
９５総　　計
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最後の参考資料１をみて欲しい。アルバイトとサークル活動についての記

述式回答と同様に，ページ数の関係ですべての回答を書いていない。

盧　大学で何を学ぶのか

　アンケートでは，講義とゼミナールが有意義であると選んだ者のなかで

もっとも多かったのが，「考え方」である。記述式意見には，次のように書

かれていた。

　「最近の大学はどこも，職業に直結すること（インターンシップや資格取得など）

にばかり目が向いているようで少し残念です。学生や親の意識も，ますます大学に

依存，よりかかり過ぎているように見受けられます。せっかくの４年間です。就職

活動よりも，その後の人生の方がはるかに長いわけで，そこへ向けての下地づくり

が大学生活であると考えます。やりたいことや明確な目標が常に持てる人は少ない

と思います。それでも，自分がどうありたいのか，友と語らい，様々な世界に接す

ること，大学での勉強を通じて表現し，考える方法を身につけることなど，目先の

結果にとらわれない，人間としての意識を高める機会をもっと増やしていくことは，

大学だからできることではないでしょうか。」（９４Ｆ企業・教員免許・１４１）

　「技術で言えば，パソコンは必須。でも，最も大切なのは人間関係，責任感，仕事

の組立て方。これらは授業で学んでできるものではなく，今までの人生でいかにい

ろいろな人と出会い，考えていたかによると思う。私は仕事の中で，大学の授業内

容は全く関係なかったが，あの４年間は無駄ではなく，人生において必要な時間だっ

たと思う。」（９５Ｆ・育児・１４３）

盪　大学生や高校生にどう提示するのか

　「大学時代の活動は正課，課外問わず今の私の基礎となっています。では，どの活

動，授業がどんな力に？と問われると難しいものがあります。今私は広告代理店に

勤めていますが，授業の内容が直接専門として生かせているわけではありません。

考え方や，問題を解決する能力などの力になって役立っています。在学生や今から

大学に入る高校生に，社会で必要な能力と，大学で身につける能力を関連づけて具

体的に示してあげて欲しい。今は就職活動の際に慌てて自分が身につけた能力を探

し出している状況だと思います（とても難しいと思いますが）。」（２０００Ｆ企業・TOEIC・

１７６）
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　「ゼミをさらに発展させ，企画→制作→プレゼンテーションを身につける授業に力

を注ぐべきである。社会に出て実感したのは，自分の考えたこと，思ったことを相

手に伝え，理解してもらうことがいかに難しいかということ。働く現場では，あら

ゆるシーンでアイデアを求められ，それを実践していくことが重要になってくるた

め，単なるコミュニケーション能力だけでなく，カタチにしていくためのプレゼン

テーション能力が必要。これは，どんな職業についても言えることだと思う。また，

国際政治学科だけでなく，他の学科でも言えることだと思うが，この学科だからこ

の方面へ必ずしも就職というのはないと思う。だから，入学を考える高校生には，

就職先の振り幅を見せてあげることが大事である。国際政治を学んだとしても，直

結する職業は少ないとネガティブに考えるのではなく，多岐に渡る分野で活躍でき

るということを伝えるべきではないでしょうか。大学生一人ひとりが興味・関心が

あることを学び，先生や友人との関係の中で人間性を豊かにする場であって，大学

教育＝職業というように直結して捉えるのは疑問に思う。」（０２Ｆ企業・WORD・EXCEL

２・１５５）

　「明確に何がしたいかも分からない高校生もいるので，修道大学のオープンキャン

パスへ参加して，どうなれるのかの具体例を知りたいのだと思います。国際政治学

科で学んだことは，今の私の考えに大きく影響しています。」（０１Ｆ企業１０７）

蘯　仕事をどのように学び，どのような講義があったらいいのか

　�　インターンシップ

　「学生のうちから仕事と向き合う時間を作ればいいと思う。自分の中でインター

ンシップは今思えば，ものすごくいい経験になった。国際政治学科はかなり自分

から離れた事を教えられる事が多かった。身近な問題に関しての講義があればい

いと思った。また，ゼミナールは全員参加にするべきで，論文を書くべきである。

今思うと論文を書いてよかったと心から思えるから。」（０５Ｍ企業・WORD ２・簿記

３・４９）

　「現在の職種が，学んだ学部との結びつきが無いので思い当たりません。強い

ていうならば各種資格の強化，ビジネスマナーの実践が必要と思われます。そう

いう意味ではインターンシップは，『働く』という環境を垣間見る事ができるの

ではないかと思います。実際に就職してみないと実感できないという事がほとん

どです。」（０２Ｆ企業・秘書検定・パソコン検定・１２４）

　「実習を行うと良いのではと思います。学生の希望する業種の企業，団体にあ
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る程度の期間（１週間～２，３週間ぐらい）行き，実際の仕事内容を見学したり，

仕事を手伝ったりするというものです。就職セミナーや会社訪問よりも企業，団

体の雰囲気や業種の雰囲気を感じることができ，また，「働くことはどういうこ

とか」という具体的なイメージを得られることで，就職活動においても大きなプ

ラスになると思います。」（９７Ｍ企業・初級シスアド・第２種情報処理・１２５）

　�　企業・業種研究

　「実際社会に入ると，大学生の頃思っていたものと全然違ったりするので，もっ

と具体的に分かりやすく，会社というものがどういうことをしているのか知るこ

とのできる場があればいい。」（０２Ｆ企業・MOUS・６１）

　「就職活動中によく聞く言葉が『就職してみないと，どんな会社かわからない』

ということ。活動中は，自分の想像と実際がなるべく近づくように OB 訪問や会

社訪問を行うが，それでも就職後に大きなギャップを感じたという話を聞く。業

種や職種について学生がなんとなく理解しているところと実情が近づくような講

義や活動を取り入れたらよい。」（０５Ｆ企業・WORD・EXCEL２・簿記２・宅地建物・９）

　「具体的な仕事内容について知る機会があればよかった。どんな職種があるか，

どんな知識が役に立つのか，学生時代考えていたよりも世の中にはたくさんの職

種可能性があることを知っていたらよかった。」（９６Ｆ１０３）

　「どんな職が自分に合っているのか，何をしたいかと悩んだ就職活動中は，結

局その会社の仕事の中身まで，本当の意味で詳しく理解できず，よく分からない

まま就職した気がします。今では，自分に一番向いている仕事だと思えますが（仕

事も楽しいですが），在学中できれば１年の時から，社会にはこういう仕事があっ

て時間のある大学生のうちにこういうことをして，こういう資格を取っておけば

いいという講義があれば，職を転々とする人たちが減るのではないかと思うので

すが。」（９８Ｍ企業１０８）

　「どんな仕事があるのかというようなガイダンスなどを１，２年生ぐらいの早い

時期からやっていけば良いと思います。自分がしたい仕事はどんなものなのか，

なかなか分からないと思うので。僕も一度は民間企業に就職しましたが，自分に

は合わなく，今は自分が一生やっていくにふさわしいと思う消防士として働いて

います。」（０２Ｍ公務員１５０）
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　「特殊な授業内容もあるので，将来どんな仕事につきたいかをまず考え，カリ

キュラムを作成する事をすすめたいです。大学側には，就職の道を少しでも学生

に開いてあげられるような体制をとってほしいと思います。例えば，国際平和な

どが存分に学べるので，平和研究や JICA など。就職した先は一般企業ですが，

そこでは国際政治を学んだ事を発揮するのとは無縁でした。今はもったいないと

後悔しています。」（９９Ｆ・EXCEL ２秘書２・１５３）

　�　卒業生による講義

　「自分自身を見つめる，考えるということを始めておくべきだった，と私は思

います。私が大学時代によかったと思えた講義は，“人生と仕事”でした。」（０４Ｆ

企業・MOUS・４５）

　「実際に卒業生が，現在のどのような仕事をしているか，具体的に知る機会が

あればもっとよい。私の現在の仕事は，在学中には思いもつかなかった仕事です。」

（２０００Ｆ企業１１８）

　「色々な立場（フルタイム・バイト・主婦など）の OB からの体験談をそれぞ

れ男女それぞれ分けて開催してはいかがでしょうか。」（９６Ｆ企業７７）

　「ゼミで社会人になった OB・OG を招いて社会人と学生の違い，差などを気軽

に話し合える機会があれば良いと思います。」（０３Ｆ自営・MOUS・８８）

盻　国際政治学科

　国際政治学科について書かれているものを拾ってみた。すでに述べた大

学で学んだこと以外にも海外セミナー，法律や経済を勉強できる，さらに

はプレゼンテーション能力の向上などにも言及されていた。

　「就職してから学ぶことの方が多く，現在の自分に役に立っているものの多くは社

会人になって学んだものです。国際政治学科で学んだものが直接現在の自分の役に

立っているとは言えません。ただし，ものの考え方，学習の仕方は学生時代に身に

つけたものです。また，２年生の春休みに行ったニュージーランドは視野を広げる意

味で貴重な体験でした。」（９７Ｍ企業・TOEIC・１４９）
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　「私は大学４年間ほとんど勉強せずに過ごしていましたが，就職してみて，もう少

し勉強しておけばよかったと思います。公務員（広島）なので，法律の知識や基本

的な考え方など。それなら法律学科の方がよかったのかと考えたこともありますが，

大学を選ぶ際に法律を勉強したいとは思えなかったので，やはり興味のある学科に

進みながらも基本となる法律や経済などを学ぶことができるという意味で国際政治

学科はよかったなと思っています。」（９５Ｆ１２２）

　「就職活動を今までしてきた中で，『国際政治学科は何をするの？勉強して何にな

るの？』というような質問を面接官に聞かれたことが何回かありました。一般企業

に関して言えば，経済を勉強していたり，パソコンのスキルがあったりと，実用的

な面で役に立つ知識，スキルがある人材が欲しいようです。私は国際情勢と語学の

両方に興味があったので，『国際政治学科』を選びました。今は働きながら翻訳の勉

強をしていますが，ただ「英語」というだけでなく，職業にすぐ結びつくような具

体的なプログラムが大学にあればいいと思います。」（０４Ｆ・TOEIC・EXCEL・１７０）

　「自分がそうだったけど，就活中・就職後に『国際政治って何を学ぶの？』と聞か

れることが本当に多い。本業で何も身についていなければ，いくら職業訓練的なこ

とを課外でやったとしても，まったく本末転倒。逆に自分が学習研究したことの中

で自慢できることがあれば，たとえ畑ちがいであっても，話を聞いてくれるトップ

は多い。」（０１Ｆ・英検２・９９）

　「就職してからプレゼンテーション能力や質問の向上の重要性を強く感じました。

学生時代にはほとんど意識しませんでしたが，ゼミをこれらの能力の向上のために

積極的に活用しておけばよかったと反省しております。」（９５Ｆ１５４）

お　わ　り　に

　今回，学科を設置して１５年を迎え，卒業生全員アンケートを実施した。

「はじめに」で述べたように，回答率は高いと言えない。しかし記述式回

答も多く書かれており，本アンケートの意義があったと言える。

　実施してみて全員調査ではなくても卒業生を選び，詳しく答えてもらう

方法もあるかもしれない。

　今回のアンケートは，大学の意義，さらには国際政治学科の学生にどの

ようなキャリア教育をすればいいのか，示唆に富んでいた。また，現在進

―　　―160173（173）



めているキャリア教育，これからのキャリア教育の方向性を確認すること

ができた。

　同じ学科を卒業した先輩が，学科での学びを卒業後，どのように評価し

ているのかについて知ることは在学生には意義がある。すでに学科では，

次のような仕事に関する講義を行なっている。

　国際政治学科では「国際政治学科入門」という導入科目の中で１年生に

卒業生の話を聞かせ，国際政治や政治学の講義を通じてスキルを学ぶとい

うことを繰り返し話している。

　２００２年から３年間，卒業生による「人生と仕事」という講義をした。

　２００４年には内定した４年生の話や卒業生の講演，２００５年には連続講演会

「私の仕事と国際政治学科」などは，同じ学科の先輩の話を聞かせ，将来の

職業をイメージしてもらう試みであった。

　「人生と仕事」の講義を聞いている時に，この講義は学生のためという側

面もあるが，大学教育の成果を見せてもらっているように思った。今回の

調査でも，その感を強くした。

　学科の教育を通して，いわゆる幅の広い教養を身につけるようにしてい

く，国際政治学科の学生であっても一般の企業のインターンシップへの参

加，会社や業種研究，卒業生による講義，一定の資格の取得などが必要と

思われる。

　卒業生の意見を現役の学生たちに伝え，学科の教育に生かすとともに，

回答していただいた卒業生に感謝したい。

（付記：アンケート調査にあたっては非常勤職員善本ちえさん，国際政治学科の学生

香川美貴さんにはデータの入力，表の作成などを手伝ってもらった。このアンケート

調査は，本学の２００５年度の教育の補助を受けた事業である。記して感謝したい。） 
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＜参考＞

　「広島修道大学法学部国際政治学科の教育と職業のアンケート調査」

　ご回答はもっとも該当する番号に○印をつけるか（問６－１，６－２は複数回答），

ご記入ください。

　問１　卒業年月（西暦）　　　　　　　　年　　　月

　問２　１．　男　 　　　２．　女

　問３　１．　既婚　 　　２．　未婚

蠢　仕事について

問１　現在働かれていますか。

１．　はい　　　２．　いいえ

問１－１　問１で「１．　はい」と答えた方にお聞きします。現在，働かれているの

は次のうちどれですか。

１．　企業　　　２．　地方公共団体（第３セクター・警察官などを含む）

３．　国家公務員（独立行政法人を含む）　４．自営業　　　５．　その他

問１－２　　問１で「１．　はい」と答えた方にお聞きします。現在の雇用形態は次の

うちどれですか。

１．　フルタイム（雇用契約の定めがない）　２．　契約社員　３．　派遣社員

４．　パート

問１－３　問１で「いいえ」と答えた方にお聞きします。現在働いておられない理

由は，次のうちどれですか。

１．　出産　２．　結婚　３．　介護　４．　資格取得　５．　転職準備中　６．　その他

問２　現在，働かれている企業などには何年おつとめですか。

１．　１年未満　　２．　３年未満　　３．　５年未満　　４．　７年未満

５．　１０年未満　　６．　１５年未満

問３　大学を卒業して最初に就職した企業や地方公共団体などで現在も働かれてい

ますか。　　１．　はい　　　２．　いいえ

問３－１　「２．いいえ」と答えられた方にお聞きします。卒業して現在までいくつ

の企業・地方公共団体などで働かれましたか。

１．　２つ　　２．　３つ　　３．　４つ　　４．　５つ以上

問４　現在，何か資格をお持ちですか。お持ちの方は，その資格名をお書きくださ

い。また大学時代に取得していると，就職後，役に立つと思われる資格があればお

書きください。

（１）持っている資格：

（２）役に立つと思われる資格： 
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蠡　大学教育について

問５　大学在学中の正課，課外を問わず，仕事との関係で有意義であったと評価で

きることはありますか。

１．　ある　　　２．　ない

問６－１　「１　ある」と答えた方にお聞きします。有意義であったものは次のうち

のどれですか。いくつでも選んでください。

１．　講義　　２．　ゼミナール　　３．　サークル活動　　４．　アルバイト

５．　友人　　６．　海外セミナーや交換留学

７．　その他（具体的にお書きください：

問６－２　「１.　講義　あるいは ２．　ゼミナール」と答えた方にお聞きします。それ

は次のうちのどれですか。２つまで選んでください。

１．　考え方

２．　文章あるいは口頭による表現

３．　情報技術（コンピュータ）

４．　自分で勉強する方法

５．　語学

６．　その他（具体的にお書きください：

問６－３　「２．　サークル活動　　３．　アルバイト」と答えた方にお聞きします。有

意義であったと思われたことは何でしょうか，お書きください。

問７　大学教育の中に仕事・職業との関連で取り入れたらよいと思われることがあ

りましたら，お書きください。また，何かお書きになりたいことがあれば，ご記入

ください。

―　　―163

市川：卒業生からのメッセージ―教育と職業に関するアンケート調査

170（170）



修道法学　２９巻　１号

―　　―164

ca分
類参考資料１　アルバイト，サークル活動を通して有意義であったこと整理

番号

　１a
アルバイトは社会で働くことの厳しさを学びました。仕事に責任を持つこと
の大切さを学ぶことに有意義であったと思います。

　３

　２a
社会人並みではないけど，多少は責任感など，社会勉強になった。今の仕事
でつらいことがあった時，アルバイト時代に色々のりこえてきたと思うと，
もう一回がんばってみようという気になる。

　９９

　３a

入社１年目の私は，最初の数ヶ月，OJT になれるのに大変でした。指導員
がつくといっても，先輩も忙しく，仕事の合間を見計らって教えてもらいな
がら覚えていかないといけません。そういった机上学習とは違った経験をア
ルバイトを通じて学生時代に経験していたことで，割と抵抗なく職場の雰囲
気に慣れることができたと思います。

　９

　４a
様々なアルバイトをし，年齢層も多様でした。そういった人にどのように接
すれば人間関係がうまくいくのかを学んだように思えます。

　１９

　４a
お金を稼ぐことの苦労とお金の大切さを学ぶことができた。いろいろな年齢，
経験を持つ方と友人，知人となることができた。（今も交流が続いていて，
社員の結婚式に呼ばれたり，語り合ったりする機会がある）

　６８

　４a
自分の適性（自分に向いている仕事がどうか）を見極めることができたと思
う。また，学外でネットワークを築くととても選択肢が広がる気がする。

　７９

　４a

私はアルバイトで老若男女を問わず，いろいろな方と知り合うことができま
した。学生の頃は，接することだけで嬉しかったのですが，私の視野もすご
く広がっていることに気づきました。私は１年半前から兄と２人で自営業を
していますが，その時も支えて頂き軌道に乗ることができました。人とのつ
ながりは私の財産です。

　８８

　４a
たくさんの人の会えること，新たな規範に従うことなど，高校時代よりも
ずっと広い世界に接することができました。社会人としての必要最低限の知
識や技能は，アルバイトを通じて学びました。

１４１

　５a
集団行動での人間関係や協調性の形成。色々なアルバイトをする事で，就職
をする時に自分が何になりたいか，向いているかが分かった為。

　３２

　５a
少しでも興味のある仕事があれば，アルバイトをしてその職場に携わる又は
見学できるということは，将来の就職の選択に役立つと思います。

　７７

　５a
百貨店で４年間アルバイトをしました。その経験が自己分析にもつながり，
現在の職業（百貨店勤務）となりました。社会に出る前に実践で勉強できた
ことが良かったです。

１１０

　５a
様々な職業を見るチャンスだと思うから。いざ自分が仕事に就く時の判断材
料になると思う。

１７２

　６a

「自分で働く」ということを学生時代にしておくと，企業などに就職した時，
その経験が少しなりとも役に立つと思います。また，現在公立中学校で教員
（英語科）をしておりますので，社会体験をしておくことは，より自分の視
野を広げるためにも大切だと思いました。

　３５

　７a
アルバイトで，会社の中で働くということがどういうことかを知ることがで
きたと思います。社員，アルバイト，契約社員など様々な立場，職種で働い
ている人たちの話を聞くことが，今の自分の職業を決めるのに役立ちました。

　４５

　７a

社会人として働く前にアルバイト等で働くことを経験し，または社会人と触
れ合っておくという事を就職する前に経験しておくことは今後の就職活動を
行う上でとても重要な事であると思いました。学生時代のアルバイトは，社
会人となる上でも大切です。

　６９
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ca分
類参考資料１　アルバイト，サークル活動を通して有意義であったこと整理

番号

　７a
社会人になる前に「働く」ということを体験しておくと，社会に出た際すぐ
に辞めたいという思いが減ると思います。

　８２

　８a
労働によりお金を得ることでお金の価値が変わった。働くことの大切さを
知った。

１０４

　８a
大学在学中は自分の時間が多く持てるので，勉強や友人と過ごす時間以外に，
外に出て自分でお金を稼いでみるという時間を持つのは良い経験になると思
います。

　５３

　９a
仕事の進め方，人間関係の築き方，人対人の接客で得るものの大きさ，これ
らを含めて自分自身成長をしていくことが有意義だったと思います。

１２６

　９a
社会人になる前にアルバイトをすることで，社会での一般的な常識が身につ
く。当たり前のことだけれども，挨拶をはじめ，働いていく中での人間関係
の築き方を，自然に体得している。

１５５

１０a
アルバイトを通じて社会で働くことの大変さを少しは分かることができた。
また，上司など会社の人との付き合いも学ぶことができた。

　５６

１１a

アルバイトで，社会人としてのマナーを学ぶことができたので，会社に入っ
てから，電話応対などすんなりできたこと。社会人として仕事の責任の重さ
も感じたこと。（アルバイトは，顧客のデータ入力・電話確認をしていまし
た。）

　９３

１１a
アルバイトはホテルのサービスをしていました。お茶の出し方，挨拶など，
基本的な礼儀が身に付きました。サークルは就職活動の時よく聞かれます。

１５６

１２a
ある程度社会生活に慣れていたので，就職しても社会常識がアルバイトをし
ていない人よりも身についていた点。

１４７

１３a
学生であっても，それに甘んじず，自分の責任で与えられた仕事や，やるべ
きことを最後まで成し遂げる訓練の場となった。

　５７

１４a
アルバイトをしておいた方が，未経験で社会に出るよりもすっと入っていけ
るし，心構えが違うと思う。会社の仕組みをわかっているので馴染みやすい
と思う。

１１２

１５a
アルバイトで，数字に追われる仕事をした。（電話で契約を取る）営業職の
体験をすることで，辛さ，やりがいを感じた。

１７４

１８a
物事の計画性。また意欲，目標をしっかり持つという事で自律心が養われる
ということ。

　２７

１９aアルバイトで経験した接客業が就職してから役に立った。　８３

２０a
実際，社会人として働く前に，社会で働くということに対しての心構え，そ
して，自分自身の得手・不徳手が改めて確認でき，具体的な目標を持つこと
ができた点。

１０５

　１c
サークル活動を通して上下関係のつながりを持てたことは，社会における人
間関係の形成にも役立ったと思う。

１５８

　１c

先輩や後輩をはじめ，他サークルの方々等多くの人と交流を持つことにより，
多くの事を学ぶことができた。人間関係を築く上で非常に有意義だった。ま
た，１つの事柄について皆で分担し合って成し遂げてゆく経験は，今も仕事
の中で少なからず役立っている。

１７９

　２c

音楽系サークルに所属し，演奏会等やイベント，会議などの運営を進めるに
あたり，現在の仕事や地域活動での段取り，ある意味の危険予測の経験を積
む事が出来ていた。世話をする側，される側両面での「責任感」も養えてい
たと感じる。

　５０
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ca分
類参考資料１　アルバイト，サークル活動を通して有意義であったこと整理

番号

　３c
体育会系で毎日練習だったので，体力と根性が身に付いた。また，試合を多
く経験し，本番での自分のウィークポイントを知ることもできた。

　７０

　４c
皆で協力するとこんなにも大きな力になるということを何度も経験した。辛
いことや大変なことを一緒にやってきた仲間だから，一生つきあっていける
仲になったと思う。優先順位や，臨機応変の対応の仕方を身につけた。

　７１

　４c
サークル活動では，周囲と合わせる，自己中心的な行動を取らない，周囲を
よく観察するなどの力がついた事が有意義でした。アルバイトでは，今の仕
事の基盤を築くことができました。

１３５

　５c
多様な考え，意見のある中に身をおくことができたこと。サークルを運営し
ていく上での事務作業や雑務を経験できたこと。我慢することを学んだ。

１３６

　６c
教わること，教えることの訓練ができる。同じ時間を共有することで，一生
涯の友人が作れる。

１７８

　７c

大学でのサークル活動の運営は全て学生に任されています。幹部として活動
されなかった場合は違うのかもしれませんが，会社や組織の運営基礎や，人
間関係のあり方など学ぶことが多いです。今の会社で，新入社員が入った時，
大学時代にサークル活動をしていたかどうかで，かなり社会性が身について
いるかどうかが差が出ているように思います。

１７６

　８　２ca

サークル活動：組織の中で自分の位置を認識し，自分のできることを実行し，
組織を運営していくことの大切さ，楽しさを学びました。アルバイト：実社
会の中で自分が必要であることを認識し，自分の働きに対し，お金を頂くこ
とを初めて体験でき，また，それにより自覚と責任を感じ日々を過ごすこと
ができました。さらに，それまで横のつながりで日々を過ごしていたのに対
し，縦のつながりの中で，自分を活かしていくことも学ぶことができました。

　８１

　１１０ca

サークル活動：高校までに体験してきたものとは全く違う人間関係。当時は
あまり意識していなかったけれど，今思えばサークル活動は初めて経験する
“小さな社会”でした。活動を通して得たことが実社会に出て，大いに役立っ
ていると思います。アルバイト：こちらも社会勉強になりました。サークル
活動のように甘えがきかない実社会での実践です。責任も大きい分，学ぶこ
とも大きいです。

１２１

　１１８ca

アルバイト：接客の仕事（アルバイト）をしていたので，周囲への気配りや
自分から積極的に動くことが身に付いた。また，やるべきことがたくさんあ
る中で，優先順位をつけて計画的に行動できるようになった。サークル活動：
テニスをやっていたことで，今，就場の先輩方と休日プレイをして楽しんで
いる。スポーツは時に上下関係をうまく築くことがある。仕事がやりやすく
なった。

　４２

a はアルバイト，c はサークル，ac は両方を表す。　ac にある数字は本文中の表２－２
と表２－３の内容欄にある数字である。
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分
類参考資料２　大学教育に仕事・職業との関連で取り入れたらよいと思われること整理

番号

　１

国際政治学科在学中は，英語学習だけでなく世界のこと，世界の中の日本のことを
深く学びました。そのことは今子供たちに伝えるべきことの中に生きています。私
が入学した当時とは，学生の質も様変わりしたように思いますが，国政で学ぶこと
は，視野を広げる上でも大変役に立つと思います。

　３５

　１
就職のための大学であるなら，何も大学である必要はなく，高度な専門学校で事足
りる。大学は「学問の場」であり，その大切さは無形のものであると思われる。

　７３

　１
大学教育は学問であり，“職業訓練の場ではない”ので，職業のためには課外で独
自に習得すべきものと考えます。

　８６

　１

国際政治では，国際情勢を学べ，世界に目を向けることができるので，海外の企業
などとの関連があっておもしろいのではないかと思います。具体的には思いつきま
せんが，日本→世界を見るのではなく，世界→日本を考えることも，興味深いので
はと思います。

　９３

　１
大学と専門学校の垣根は取り払うべきではないと思います。学外活動は積極的に
行った方がいいとはいえ，やはり学ぶ本分をわきまえ，学生としての教養と社会性
をきちんと身につけて頂きたいと思います。

　９４

　１

バイト・遊び最優先になってしまっている。自分がそうだったけど，就活中・就職
後に「国際政治って何を学ぶの？」と聞かれることが本当に多い。本業で何も身に
ついていなければ，いくら職業訓練的なことを課外でやったとしても，まったく本
末転倒。逆に自分が学習研究したことの中で自慢できることがあれば，たとえ畑ち
がいであっても，話を聞いてくれるトップは多い。

　９９

　１

大学での学習が，直接職業や仕事と結びつくというのはごく少数の人だけだと思い
ます。正直，国際政治学科を選び，他の国にも目を向けてみた。直接就職には結び
つかないけれど，専門学校のような就職が目的だけではない場所が，大学にはある
のだと，そういう場所があってもいいのではと，今では思っています。

１３０

　１

最近の大学はどこも，職業に直結する（インターンシップや資格取得など）ことに
ばかり目が向いているようで少し残念です。学生や親の意識も，ますます大学に依
存，よりかかり過ぎているように見受けられます。せっかくの４年間です。就職活
動よりも，その後の人生の方がはるかに長いわけで，そこへ向けての下地づくりが
大学生活であると考えます。やりたいことや明確な目標が常に持てる人は少ないと
思います。それでも，自分がどうありたいのか，友と語らい，様々な世界に接する
こと，大学での勉強を通じて表現し，考える方法を身につけることなど，目先の結
果にとらわれない，人間としての意識を高める機会をもっと増やしていくことは，
大学だからできることではないでしょうか。

１４１

　１

技術で言えば，パソコンは必須。でも，最も大切なのは人間関係，責任感，仕事の
組立て方。これらは授業で学んでできるものではなく，今までの人生でいかにいろ
いろな人と出会い，考えていたかによる。私は仕事の中で，大学の授業内容は全く
関係なかったが，あの４年間は無駄ではなく，人生において必要な時間だった。

１４３

　１
就職を意識しすぎて，大学の専門学校化が進むことを危惧します。こういった時代
だからこそ，学を究める大学としての差別化を図ることも大切なのではないでしょ
うか。

１４４

　１

就職してから学ぶことの方が多く，現在の自分に役に立っているものの多くは社会
人になって学んだものです。国際政治学科で学んだものが直接現在の自分の役に
立っているとは言えません。ただし，ものの考え方，学習の仕方は学生時代に身に
つけたものです。また，２年生の春休みに行ったニュージーランドは視野を広げる
意味で貴重な体験でした。

１４９

166（166）



修道法学　２９巻　１号

―　　―168

分
類参考資料２　大学教育に仕事・職業との関連で取り入れたらよいと思われること整理

番号

　１

ゼミをさらに発展させ，企画→制作→プレゼンテーションを身につける授業に力を
注ぐべきだと思う。社会に出て実感したのは，自分の考えたこと，思ったことを相
手に伝え，理解してもらうことがいかに難しいかということ。働く現場では，あら
ゆるシーンでアイデアを求められ，それを実践していくことが重要になってくるた
め，単なるコミュニケーション能力だけでなく，カタチにしていくためのプレゼン
テーション能力が必要。これは，どんな職業についても言えることだと思う。また，
国際政治学科だけでなく，他の学科でも言えることだと思うが，この学科だからこ
の方面へ必ずしも就職というのはないと思う。だから，入学を考える高校生には，
就職先の振り幅を見せてあげることが大事だと思う。国際政治を学んだとしても，
直結する職業は少ないとネガティブに考えるのではなく，多岐に渡る分野で活躍で
きるということを伝えるべきではないでしょうか。大学生一人ひとりが興味・関心
があることを学び，先生や友人との関係の中で人間性を豊かにする場であって，大
学教育＝職業というように直結して捉えるのは疑問に思う。

１５５

　１身の振り方は自分次第であり，ベースとなる勉強をさせてもらったと思っています。１５９

　１

大学時代の活動は正課，課外問わず今の私の基礎となっています。では，どの活動，
授業がどんな力に？と問われると難しいものがあります。今私は広告代理店に勤め
ていますが，授業の内容が直接専門として生かせているわけではありません。考え
方や，問題を解決する能力などの力になって役立っています。在学生や今から大学
に入る高校生に，社会で必要な能力と，大学で身につける能力を関連づけて具体的
に示してあげて欲しいと思います。今は就職活動の際に慌てて自分が身につけた能
力を探し出している状況だと思います。（とても難しいと思いますが）

１７７

　３
プレゼンテーション能力の向上，社会人としてのマナー，グループ討論，交渉能力
の向上，イベントの企画，実行

　４２

　３

積極性のある人ない人，口頭，文書表現のヘタな人，上手な人，どちらが仕事の能
力に劣るということは決してありませんが，社会に出ると，驚くほど周りは積極的
にアピールしてきます。仕事が出来る出来ない別として，アピールした者勝ち的な
所が多いので，何か一芸を持つことを目的にした授業があればおもしろいかもしれ
ません。引出しを増やすことが大切です。

　９８

　３

現在，そういった講義もひょっとしたらあるのかもしれませんが，私自身あまり機
会はないのですが，プレゼンテーションを取り入れたらよいかもしれません。仕事
の関係で英国へ行き，ビジネス英語のクラスを受けた事があります。私も含め日本
人は完全な形を求めるせいか，あまり得意な分野でない気がしました。

１３２

　３
ゼミ形式での論文提出，報告（プレゼン）の繰り返し，ディベート，フィールド
ワーク（聞き取り調査，統計など）

１４８

　３
就職してからプレゼンテーション能力や質問の向上の重要性を強く感じました。学
生時代にはほとんど意識しませんでしたが，演習（ゼミ）をこれらの能力の向上に
積極的に活用しておけばよかったと反省しております。

１５４

　４
職場体験できるインターンシップの機会を増やすとともに，学生に浸透させ，意識
の向上を計るようにして欲しい。

　２３

　４

学生のうちから仕事と向き合う時間を作ればいいと思う。自分の中でインターン
シップは今思えば，ものすごくいい経験になった。国際政治学科はかなり自分から
離れた事を教えられる事が多かった。身近な事に関しての講義があればいいと思っ
た。また，ゼミナールは全員参加にするべきで，論文を書くべきだと思う。今思う
と論文を書いてよかったと心から思えるから。

　４９

　４
国際政治学科は英語英文学科に次いで語学カリキュラムが重要なので，小中学校な
どへ学生を派遣して，総合科や英語の授業で教育実習のようなことをするのがよい
のでは？

　５７
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　４
単位の取れる企業体験の職種をできるだけ増やす。大学１・２年の頃から就職を意
識できる環境を作り，ただし，面倒くさい感じです。

　８３

　４
夏季休暇を利用した企業や役所へのインターンシップ制度の充実（単位科目として，
特に優先，優遇させる），在学中に大学が認定した資格を取得した際の優遇制度
（学費の免除等）

　８９

　４
インターンシップをもっと活発に行って，学生が興味のある業界の実情を目で見る
ことができたら，職業・就職に対する考え方も変わると思います。

１０４

　４

現在の職種が，学んだ学部との結びつきが無いので思い当たりません。強いていう
ならば各種資格の強化，ビジネスマナーの実践が必要と思われます。そういう意味
ではインターンシップは，「働く」という環境を垣間見る事ができるのではないか
と思います。実際に就職してみないと実感できないという事がほとんどです。

１２４

　４

実習を行うとよいのではと思います。学生の希望する業種の企業，団体にある程度
の期間（１週間～２，３週間ぐらい）行き，実際の仕事内容を見学したり，仕事を
手伝ったりするというものです。就職セミナーや会社訪問よりも企業，団体の雰囲
気や業種の雰囲気を感じることができ，また，「働くことはどういうことか」とい
う具体的なイメージを得られることで，就職活動においても大きなプラスになると
思います。

１２５

　４
広島には地味ながらも海外との交易のある会社が多数あるので，そういった会社に
インターンシップを広げてみてはどうか？

１７８

　５
会社の社長さんなどに来て頂きお話を聞く機会が増えれば，働く事を“嫌だ”とい
う意識から“楽しみ”という意識に変えられるのではないでしょうか？

　１

　５

就職活動中によく聞く言葉が「就職してみないと，どんな会社かわからない」とい
うこと。活動中は，自分の想像と実際がなるべく近づくように OB 訪問や会社訪問
を行うが，それでも就職後に大きなギャップを感じたという話を聞く。業種や職種
について学生がなんとなく理解しているところと実情が近づくような講義や活動を
取り入れたらよいと思う。

　９

　５
会計士や税理士など具体的な職業にしぼった専門クラス。私自身が今税理士受験を
している為，もっと早いうちに（大学時代）勉強を始めていればと思うからです。

　１０

　５
様々な職業に就いている人のセミナーがもっと回数があれば良かったなと思いまし
た。資格取得の為のクラスも種類を増やしたり，時代のニーズに対応して欲しい。

　２４

　５
私は卒業してエステティックサロンに就職して今も同職で働いているので，学校の
就職ガイダンスの中にもっと女性の仕事をメインとしたガイダンスを入れたら良い
と思います。

　４３

　５
自分自身を見つめる，考えるということを始めておくべきだった，と私は思います。
私が大学時代によかったと思えた講義は，“人生と仕事”でした。

　４５

　５
実際現場で働いている様々な職業の方々の話を聞いて，具体的に自分が働く事を想
像して講義などを受けると吸収力が違ってくるのでは？

　５０

　５
実際社会に入ると，大学生の頃思っていたものと全然違ったりするので，もっと具
体的に分かりやすく，会社というものがどういうことをしているのか知ることので
きる場があればいいと思う。

　６１

　５
職安などでやっている若者の育成プログラムみたいなものを取り入れてみるのも良
い。（仕事のやり方を学ぶもの）

　６４

　５
色々な立場（フルタイム・バイト・主婦など）の OB からの体験談をそれぞれ男女
それぞれ分けて開催してはいかがでしょうか。

　７７

　５
学外，特に企業団体などからもっと多くの先生を採用し，現実的な社会の中で体験
したことを講義により多く行った方が良いと思います。

　８１
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　５
ゼミで社会人になった OB・OG を招いて社会人と学生の違い，差などを気軽に話
し合える機会があれば良いと思います。

　８８

　５
具体的な仕事内容について知る機会があればよかった。どんな職種があるか，どん
な知識が役に立つのか，学生時代考えていたよりも世の中にはたくさんの職種可能
性があることを知っていたらよかった。

１０３

　５
明確に何がしたいかも分からない高校生もいるので，修道大学のオープンキャンパ
スへ参加して，どうなれるのかの具体例を知りたいのだと思います。国際政治学科
で学んだことは，今の私の考えに大きく影響しています。

１０７

　５

どんな職が自分に合っているのか，何をしたいかと悩んだ就職活動中は，結局その
会社の仕事の中身まで，本当の意味で詳しく理解できず，よく分からないまま就職
した気がします。今では，自分に一番向いている仕事だと思えますが，（仕事も楽
しいですが）在学中できれば１年の時から，社会にはこういう仕事があって時間の
ある大学生のうちにこういうことをして，こういう資格を取っておけばいいという
講義があれば，職を転々とする人たちが減るのではないかと思うのですが。

１０８

　５
大学４年間で自分が就きたい仕事について，もっと考えられる講義などを必須科目
で取り入れるべき。

１１４

　５
実際に卒業生が，現在のどのような仕事をしているか，具体的に知る機会があれば
もっとよいと思う。私の現在の仕事は，在学中には思いもつかなかった仕事です。

１１８

　５
仕事，就職に対する意識や自分の人生設計に関する情報をもっと身近に考えること
ができる環境が必要だと思います。

１２８

　５

どんな仕事があるのかという様なガイダンスなどを１，２年生ぐらいの早い時期か
らやっていけば良いと思います。自分がしたい仕事はどんなものなのか，なかなか
分からないと思うので。僕も一度は民間企業に就職しましたが，自分には合わなく，
今は自分が一生やっていくにふさわしいと思う消防士として働いています。

１２９

　５

特殊な授業内容もあるので，将来どんな仕事につきたいかをまず考え，カリキュラ
ムを作成する事をすすめたいです。大学側には，就職の道を少しでも学生に開いて
あげられるような体制をとってほしいと思います。例えば，国際平和などが存分に
学べるので，平和研究や JICA など。就職した先は一般企業ですが，そこでは国際
政治を学んだ事を発揮するのとは無縁でした。今はもったいないと後悔しています。

１５０

　５

国際政治学科がどのような就職先に有効だったのか，今から考えてみると，自分が
よく考えなかったこともありますが，あまり明確でなかったように思います。とに
かく就職しようという思いの方が強かったと思います。英語の勉強の海外セミナー
などは，とても良い経験になったと思います。就職に結びつく何か実習のようなも
のがあれば良いと思います。

１５３

　７
簿記があれば良いと思う。その他，中国語検定など，就職と密着した検定試験対策
講座などあれば良いと思う。

１１５

　８

海外での語学研修，昔と違って視野の広さが変わったのもこの語学研修のお陰なの
で，出来るだけ学生であるという自由な時間に海外経験はして頂きたい。また，事
務関係に就職したい女性も多いかと思うので簿記２級を取得されていれば何かと有
利。

６５

　８

講義を受講して，そのまま資格取得につながるようになっていれば良いと思った。
通常の講義を受講した後，課外の資格取得（有料）講義など，時間的にも金銭的に
も負担が大きかった。学生の間はアルバイトやサークル活動も充実させたりと，や
りたいことも多いので，大学にいる間に身につける学習が必要だと思う。

６９
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　８
学部・学科など関係なく，もっと自分の興味を持てる資格が大学で取りやすくなれ
ばいいと思う。個人的には，医療・福祉系の資格が専門学校へ行かず，自分の通う
大学で取得できればよかっただろうと思う。

１１０

　８

卒業後，入社した企業が会社更生法により，再建するということで，転職をいたし
ました。現在，建設コンサルタントで土地家屋調査の資格を生かしながら働いてい
ております。大学教育において，一般的な基礎学力は，社会に出た時には必ず役立
つと思っております。特に，資格取得において，大学教育の中で取り入れたらよい
のではないでしょうか。在学中に取得すれば，働きながら勉強することを思えば楽
ではないでしょうか。

１１２

　８
もっと積極的に資格や就職について学べる場を作るべき。国際政治の勉強も有意義
で良いものだが，就職先では学問よりも資格や知識を求められていると思う。

１３１

　８
放課後に有料で受けることのできる Excel の講義を受けました。そこで学んだこと
は就職してからも大変役立ちました。

１４０

　８
ビジネス上パソコンは必須なので，パワーポイントやアクセスは使えるほうがいい
と思います。英語では TOEIC ６００点以上は必要だと思います。

１７１

　８

最近サークル，部活をする学生が減ってきていると聞きます。こんな学生に対して，
社会人（しかも若手）の仕事の考え方を知ってもらう場があるといいかなと思いま
す。サークル，部活（ゼミも）では先輩が社会人になるにしたがっていい意味でも
悪い意味でも情報が入ってきますが，タテの関係がだんだんとうすくなっている今，
あえて学校側がその場を提供するのもいいと思います。（やるなら入学時から）

１７３

　９

問６に関連しますが，今の職場で，アルバイトやサークル活動をしてきた新人とそ
うでない新人とであまりにも接客能力に差があるということを目の当たりにして驚
いたことがあります。私の会社は販売業ではありませんが，どんな職業でもお客さ
んに与える第一印象はとても大事だと思います。挨拶１つにしても職場の雰囲気が
どれほど変わるか。サークル活動やアルバイトは学業に差し障りない程度に体験し
てほしいと思います。

　７４

　９

まずは世の中の流れに合わせてパソコン検定必須（学科を問わず）。次に学生時代
から社会人に変わるギャップをなくすために，自分の心の持ち方の教育（辛いこと
があっても耐えるなど）を伸ばす講義をしてもらえば精神的にも強い人が増えると
思います。

１２１

１０

履修が多岐にわたるため，自分が何を勉強したいのか曖昧になってしまいます。特
に国際政治は法律と政治の中間にあるため，専門性というものがはっきりしません。
その中に英語を取り入れることはとても画期的ですが，コースを絞り込むという生
徒自身による選択肢も必要ではないでしょうか。せっかく大学に行くわけですから，
「文系＝一般・営業職」にならないようにできれば良いと思います。

１２６

１１
国際政治学科を卒業したらこんな仕事に就けるというのはないが，逆に何にでもな
れると思う。

　１９

１１
私は現在大学で学んだことに直結した仕事に就いてはいないのですが，少ないなが
らそういった仕事も世の中にはあると思います。ですから国際政治学科の必要性は
あると思うので，今後同学科が廃れることのないようにお願いします。

　６６

１１

私は大学４年間ほとんど勉強せずに過ごしていましたが，就職してみて，もう少し
勉強しておけばよかったと思います。公務員（広島）なので，法律の知識や基本的
な考え方など。それなら法律学科の方がよかったのかと考えたこともありますが，
大学を選ぶ際に法律を勉強したいとは思えなかったので，やはり興味のある学科に
進みながらも基本となる法律や経済などを学ぶことができるという意味で国際政治
学科はよかったなと思っています。

　７５
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１１

就職活動を今までしてきた中で，「国際政治学科は何をするの？勉強して何になる
の？」というような質問を面接官に聞かれたことが何回かありました。一般企業に
関して言えば，経済を勉強していたり，パソコンのスキルがあったりと，実用的な
面で役に立つ知識，スキルがある人材が欲しいようです。私は国際情勢と語学の両
方に興味があったので，「国際政治学科」を選びました。今は働きながら翻訳の勉
強をしていますが，ただ「英語」というだけでなく，職業にすぐ結びつくような具
体的なプログラムが大学にあればいいと思います。

１２２

１１
就職部という場所は近づき難い所だった。ハローワークの方が親身になってくれた
ように感じています。たくさんの生徒がいて大変なのは分かっていたんだけれど，
就職難の時代で自信をなくしがちだったので，もう少し優しく接して欲しかった。

１７０

１２
就職する会社や部署にもよると思うけれど，一般的な常識も必要でした。特に私は
事務職だったので，ハガキやのし紙の書き方，のし紙やのし袋の選び方などや，お
茶の出し方まで分かっているようで自信がない事がたくさんありました。

　４８

１２

正直，もっと真面目に勉強しておけばよかったと思っています。特に，社会情勢，
政治，歴史についてはあまりに無知で恥ずかしいです。これはどこの会社でも必要
な知識だと思います。最後に，私は修道が大好きで，国政を卒業できてよかったと
思っています。

１５２

１２
私は卒業時に自分は何がしたいのか分からず，就職先も決まっていませんでした。
卒業後，１年半後やっと今の仕事に就くことができました。後輩のみなさんにも諦
めず，是非頑張っていただきたいです。

１５６

　　分類の番号と内容
　１　教養・考え方を広く持たせる
　２　英語プログラムの充実
　３　プレゼンテーション，ディベイトなどの講義
　４　インターンシップ
　５　企業紹介・業種，職業についての講義
　６　文章表現力の向上
　７　語学研修
　８　資格取得講座
　９　サークル活動
１０　情報技術講座
１１　国際政治学科の性格
１２　その他
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